【話　題】【意　見】【資　料】←原稿種別のうち、該当するもののみ残す


優良品種の開発について－XマツのY抵抗性品種－←副題がある場合はハイフンで示す
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はじめに大見出しは、MSゴシック（英数字はSegoe UI）・中央寄せ
一行あけて、本文を始める

本文はMS明朝（英数字はTimes New Roman）、カッコはすべて全角カッコを用いる

マツ材線虫病は20世紀初頭に北アメリカから九州地域に侵入したとされ（Mamiya 1988）、病害による松枯れ被害が日本各地でみられている（東北林業試験研究会2014）。現在の被害面積は年間500,000 m3にものぼるという（林野庁2016）。本文中の引用の仕方については、執筆要領をよく確認のこと。

マツ材線虫病に対する抵抗性を有した抵抗性品種は・・・


抵抗性品種の開発大見出しの前は2行あける。後は1行あけて本文を続ける


抵抗性品種開発実施要領に則って抵抗性品種を開発することとした。要領によると、品種開発は3つの方法のいずれかで行う必要がある（図−1）。すなわち、①・・・

被害林分からの選抜小見出しは、MSゴシック（英数字はSegoe UI）・左寄せ
小見出しの前のみ1行あける

品種開発の方法①にのっとって、被害林分の残存個体からの選抜によって、抵抗性品種を開発した。まず、・・・

開発品種の評価
抵抗性品種の普及にあたっては、種子生産性、ならびに、実生後代の抵抗性についての評価が欠かせない。戸田（2004）は、球果数、球果あたり種子数、1,000粒重、発芽率において、同一樹種でも系統による違いがあることを報告しており、・・・
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引用文献引用文献の記載方法は執筆要領をよく確認のこと。
著者アルファベット・発表年順に整理して記載する。
日本語文献において、著者の姓か名が一文字の場合、姓と名の間に半角スペースを入れる。
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図の説明

図−1　抵抗性品種の開発方法
　Y抵抗性を有する品種の選抜を想定して示す。

図−2　開発品種の後代における…
　パネルaは●年生時、パネルbは▲年生時のDBHを用いた。図中には回帰線を加えた。


表−1　開発した抵抗性品種
	系統名
	開発方法a
	開発年
	特性b
	報告文献

	A
	①
	2001
	成長優
	田中（2005）

	B
	①
	2001
	成長優、発根性優
	田中（2005）

	C
	②
	2003
	
	田中ら（2008）


a 図−1に示す3つの方法のうち、該当するものを番号にて示す。b 抵抗性以外において、特に優れるとして評価される特性。
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